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　夏休みはじめの７月25日（火）に、当院の第３回市民公開講座として、当院での不

登校児者への、親対応を中心に、成育心身医療外来での取り組みを紹介しました。ま

ず、当院で政策医療の一部として掲げている「成育医療」の紹介と、その更に一部で

すがメンタルヘルス対応として、当診療科の対象疾患・病態である、１．不登校・不

適応・引きこもり・出社困難２．摂食障害など（拒食・過食・やせ・肥満）３．不安

や抑うつ４．いわゆる心身症や自律神経失調症５．どこに相談しても異常はないと言

われ困った問題について概説いたしました。 

　不登校については、秦野の教育研究所青少年相談室との連携、県立秦野養護学校と

の教育相談との連携、秦野市家庭児童相談班との連携など医療と教育との連携をお話

いたしました。さらには、なぜ、不登校の原因と識者に指摘されたことが消失しても

うまくいかないことがある理由を説明し、長期的な視野で見守ることの重要性をお伝

えしたつもりです。このような市民公開講座を通して、地域連携を深め、地元の皆様

に親しんでもらえるような病院に少しでも近づいていければと努力していきたいと思

います。 

心療内科医長　松崎淳人 

第3回市民公開講座 

「不登校児の心理状態」 
～親は児に対してどのようにアプローチすべきか～ 



　７月27日（木）当院において、「かながわ看護フェスティバル」の開催行事として

看護・介護に関心を持つ希望者に対し、病院施設等の体験学習を行う事により、看護

に対する認識を高め、理解を深めるとともに看護職員の人材確保に資することを目的

として一日看護体験の行事を開催しました。 

　参加者は、近隣の高校生・中学生を対象に将来の進路決定に支援できればと公募し

ました。夏休み期間にも関わらず高校生13名（男子１名）・中学生10名・一般１名（男

性）の合計24名の参加申し込みがありました。また、「進路指導に役立てていきたい」

という目的で、曽屋高校の進路担当の先生が１名参加され体験学習を行っている学生

達の姿を見学され「貴重な体験ができ、学生達へ参加を勧めていきたい」という言葉

を頂きました。 

　今回は、参加者全員に白衣とキャップを着用してもらい体験学習に望んで頂きまし

た。初めての白衣姿でかなり緊張していましたが、一人づつに参加記念のスナップ写

真を撮る頃より徐々に笑顔がみられるようになりました。体験学習の内容として、午

前中は各病棟の担当看護師の指導のもと「手浴・足浴・入浴介助・車椅子移送等」や

「車椅子乗車・血圧測定・体位交換」等を実際に体験。普段出来ない事を体験し「脈

が触れない・聴診器で何も聴こえない・車椅子が真っ直ぐ進まない…」等、和やかな

雰囲気の中で積極的に参加されていました。体験学習を終えてのディスカッションで

は、参加者の殆どの人が将来を看護職として希望されており、「白衣を着れてよかっ

た」・「また、この様な企画をしてほしい」・「参加してよかった」等の言葉が聞かれま

した。唯一、２名の男子からは、看護師か理学療法士を希望しているため、リハビリ

棟の見学にも時間を設けてもらいたかった。という意見もあり来年の参考としたい。 

　院長・看護部長をはじめとして、各病棟でのご協力を頂き楽しく充実した一日でし

た。ディスカッションの終了後には、各自に参加記念のスナップ写真を添えた修了書

を一人一人に手渡し、有意義な一日看護体験を実施できたと感じる事が出来ました。 

実行委員長　室井弘子 

副委員長　谷嶋寿々子 

一日看護体験を終えて 
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　８月29日に恒例の花火大会を行いました。昨年は花火大会が始まった途端に雨が降

り出してしまったのですが、今年は朝から晴天に恵まれ安心して準備をすることがで

きました。 

　ボランティアで参加してくださった秦野市東婦人会の方々の盆踊りを見たり、一緒

に踊りながら和やかな雰囲気の後、花火大会を開始しました。浴衣姿で参加した利用

者もおり花火大会を華やかにしてくれました。やや空は明るかったのですが、最初に

手持ち花火で家族や職員と一緒に花火を間近に感じ、空の色もうすっら暗くなり始め

た頃、噴き出し花火、打ち上げ花火を行いました。見せる位置にもこだわり、いろい

ろな角度から花火を見てもらいました。歓声をあげ喜んで見ている利用者、家族と一

緒に楽しんでいる利用者、一年に一度の花火を一瞬たりとも見逃さないようにじっと

見つめている利用者など様々でした。途中で飽きてしまい病棟に戻った利用者もいま

したが、普段はなかなか見ることの出来ない素敵な笑顔や穏やかな表情を見ることが

出来ました。 

　終わりは一番の見せ場のナイアガラ！実習中の学生にも花火師をやってもらい、一

斉にナイアガラに点火し見事に花火大会の最後を飾ることができました。　今年は「見

て楽しむ花火」をコンセプトに計画したので、噴き出し花火や打ち上げ花火、そして

ナイアガラとじっくり花火を見ながら夏の終わりのひとときを楽しんでもらえたので

はないでしょうか。 

　地域の皆さんや、草刈り等環境整備や駐車場規制にご協力いただいた職員に感謝し

ます。ありがとうございました。 

療育指導室　　保育士　高見育子 

重症心身障害児（者）病棟花火大会 



　地域の開業医の先生、訪問看護師の方がたとの懇談会が開かれました。 

　最近は、ご家庭で療養をされる方の中に、お身体の不自由な方が増えてきました。

医療機関を退院して、高齢のためにさまざまな病気がありながらも、なかなか病院に

通院していくことができません。このような方たちにとって、健康を守ってくれるの

が、ひとりひとりの家庭を訪問して診療を行ってくれる開業医の先生方と、訪問看護

師の方がたです。 

　ご家庭で療養をされる方がたにとって、さまざまなご苦労がありますが、いちばん

のご心配は、必要なときにすぐ確実に入院できる病院があるかということです。一度

は病気の状態が安定しているから、病院を退院して在宅で療養をされているわけです

が、ご家庭で過ごされる長い月日のうちには、さまざまな変化は起こりうるものです。

そうしたときに、在宅では病院のように医療や看護が行えません。そこで、すぐに確

実に入院できる病院が必要となります。 

　７月18日、このような地域の課題に対応するべく、地域の先生や看護師の方がたと

国立病院機構神奈川病院とで話し合いがもたれました。秦野市の地域を中心に活躍さ

れている開業医の先生がた８人と訪問看護師の方がた３人、国立病院機構神奈川病院

からは院長、副院長以下合計24人が出席しました。出席者の全員が一致してこの課題

に取り組みたいという熱意をもってのぞみました。 

　ご家庭で療養をされる方がたにとって、不安を取り除き、少しでも安心して在宅療

養をしていただくために、活発な意見交流をもつことができました。また、患者さん

ご本人だけでなく、その療養を支えるご家族の健康や生活も支えていくことがたいせ

つであると話し合われました。 

　このような地域の医療連携の取り組みについては、今後、地域の医療機関がさらに

お互いに強化していくように協力しあうことで、よりいっそう在宅療養生活が安定し、

地域のみなさんに喜ばれるものとなっていくと思います。 

医療福祉相談室　漆畑眞人 

地域医療連携懇談会について 
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「おはようございます」「何かお困りのことはありませんか」「お荷物お持ちしまし

ょうか」「病棟まで案内させて頂きます」…病院の玄関を一歩入ると、かわいいエプ

ロンをした看護師が元気に患者様にお声をかけさせて頂いています。時間は８時30分

～11時30分、９時30～10時30分の１時間は病棟師長も加わり、２名の看護師が病院の

インフォメーションとガイドを担当しております。始めて神奈川病院に来院された方

も諸手続やお見舞いの病棟の場所が分からない方も、お気軽にお声をかけて下さい。 

　７月10日より、レストラン・喫茶・売店が一つになり、今までとは違った新レスト

ランが誕生しました。新メニューも増え、職員様、患者様の満足度も増えて、好評を

得ております。 

　今後・益々、腕によりをかけ美味求心して行きます。皆様のご来店をお待ちしてお

ります。 

レストラン“ビアン”店長 

看護師によるインフォメーション 
及びガイド 

委託業者の紹介 

平日　AM 
土曜　AM 
祝日　AM

8：00～PM6：00 
9：00～PM4：30 
10：00～PM2：00

平　日　AM8：00～PM5：00 
定休日　土・日・祝日 

コンビニエンスショップ 
「グリーン・リーブス」 

レストラン＆カフェ 
「ビアン」 



　11月3日（金）運動公園で、秦野市主催の第27回「市民の日」が開催されます。国

立病院機構神奈川病院として毎年、看護部／コメディカル／事務部の職員が神奈川病

院のロゴ入りジャンバー（ピンク・グレー）を着て参加します。 

 

　看護部は、血圧測定・体脂肪測定・健康相談・チラシ配り・粗品配付。 

　栄養科は、栄養相談。 

　検査科は、血糖測定、肺活量測定。 

　放射線科は、MRI・ヘリカルCT説明。 

　薬剤科は、お薬相談。 

　その他、内科医師・小児科医師が参加され医療相談も充実し毎年好評に行われてい

ます。 

　秦野市の歴史あるイベントに参加し、神奈川病院を知って頂けるよう明るい笑顔で

お客様の対応に努めていきたいと思います。 

看護部市民の日実行委員会 

看護部　谷嶋寿々子 

秦野市「市民の日」参加について 

　７月４日　当院全職員対象に、医療安全のための危険予知活動について研修会を開

催しました。各部署から職員の参加があり、ビデオ学習とＫＹＴ（危険予知訓練）の

実習を行いました。 

医療安全に関する職員研修会開催 

ＫＹＴとは 
　キケン（Ｋ）ヨチ（Ｙ）ト
レーニング（Ｔ）は、危険を
予知・予測する能力を高め、
危険に対する感受性を鋭くす
るための訓練です。作業にか
かる前に、この作業に「どん
な危険が潜んでいるか」をみ
んなで考え、その危険に対す
る対策を実践します。さらに
作業の要所、要所で指差し呼
称をして安全を確認する、こ
の安全先取りの危険予知活動
が事故防止に有効で、昨年に
続き今年も多数の参加者で学
習会を行っています。 

KYT実習風景「これが危険だ」 
指差し呼称をしています 

ビデオ学習風景 

『ヒューマンエラーゼロでいこう、ヨシ！』 
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